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対
処
か
ら
予
防
へ

自
民
・
新
政
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て

問　
移
住
者
が
住
宅
を
購
入
す
る
際
に

最
大
２
８
５
万
円
を
補
助
す
る
埼
玉
県

飯
能
市
や
、
空
き
家
の
修
繕
費
と
し
て

10
万
円
を
助
成
す
る
山
北
町
の
事
例
な

ど
、
移
住
・
定
住
施
策
に
力
を
入
れ
る

自
治
体
で
は
専
門
部
署
を
設
置
し
て
事

業
促
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
考

え
は
ど
う
か
。

答　
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、

新
総
合
計
画
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る
「
移
住
お
試
し
住
宅
」
の
効
果
な
ど

を
共
有
し
、
組
織
横
断
的
に
進
め
た
い
。

要
望　
専
門
部
署
の
設
置
に
併
せ
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
も
進
め
て
ほ
し
い
。

二
　
支
援
教
育
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
特
別
支
援

学
級
の
在
籍
者
は
20
年
前
の
５
倍
以
上

と
な
る
５
２
４
人
を
予
定
す
る
な
ど
増

加
傾
向
で
あ
る
が
、
通
常
学
級
に
も
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
い
る
。
本

市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

自
民
・
新
政
　
　
　
川
口
　
　
薫

一
　
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
在
り
方
に
つ
い

て問　
市
内
６
カ
所
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、

年
間
延
べ
８
万
人
以
上
の
利
用
が
あ
る

が
、
施
設
の
改
修
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
２
年
度
は
栃
窪
ス
ポ
ー
ツ
広

場
に
水
飲
み
場
や
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置

し
た
。
施
設
ご
と
に
最
適
な
整
備
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
水
場

や
ト
イ
レ
の
点
検
を
行
う
。

要
望　
公
民
連
携
に
よ
る
財
源
確
保
や

利
用
者
に
負
担
や
協
力
を
求
め
る
な
ど

し
て
、
適
切
な
整
備
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
学
校
体
育
館
の
利
用
状
況
と
整
備

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

問　
国
の
借
金
１
２
１
２
・
５
兆
円
、

県
の
借
金
４
・
４
兆
円
。
市
税
は
過
去

最
大
の
約
15
億
円
の
減
収
、
市
債
発
行

額
を
13
・
８
％
増
や
し
、
財
政
調
整
基

金
は
約
11
・
７
億
円
を
取
り
崩
す
見
込

み
で
あ
る
。
財
政
運
営
は
大
丈
夫
か
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、
５
年

間
で
約
30
億
円
の
不
足
を
見
込
む
。
組

織
の
ス
リ
ム
化
や
公
共
施
設
の
再
配
置

を
進
め
る
な
ど
、
財
源
確
保
に
努
め
る
。

二
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
孤
独
・
孤
立
対
策

に
つ
い
て

創
　
和
　
会
　
　
　
横
溝
　
泰
世

一
　
平
和
問
題
に
つ
い
て

問　
現
今
下
、
紛
争
や
暴
力
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
り
、
核
の
脅
威
を
世
界
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
る
。
市
長
は
、

施
政
方
針
に
平
和
へ
の
思
い
を
込
め
、

市
民
に
発
信
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
平
和
へ
の
願
い
を
未
来
に
継
承
す

る
意
思
を
発
信
す
る
た
め
平
和
理
念
の

下
、
各
種
平
和
事
業
を
さ
ら
に
進
め
る
。

二
　
地
域
の
災
害
弱
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て

問　
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
が
遠
隔
の
第
一
次
避
難
所
に
避
難
す

る
こ
と
は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
近

隣
の
自
治
会
館
や
事
業
所
を
耐
震
化
の

上
で
、
地
域
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、

一
時
的
に
避
難
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
指
摘
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
受

け
止
め
て
い
る
。
地
域
の
避
難
所
運
営

を
担
う
住
民
と
の
連
携
を
強
化
し
、
円

滑
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

三
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
に
つ
い

て問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
閉
塞
感
な
ど
、
さ

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
秦
野
セ
ン

タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て

問　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
施

政
方
針
に
お
い
て
、
「
寿
町
地
内
の
市

有
地
へ
の
誘
導
を
図
る
な
ど
、
協
力
・

連
携
し
て
取
り
組
む
」
と
明
言
し
た
。

ま
た
令
和
２
年
３
月
11
日
の
政
策
会
議

に
お
い
て
は
、
そ
の
手
法
と
し
て
県
に

当
該
地
を
無
償
貸
与
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
的
に
約

無
　
所
　
属
　
　
　
伊
藤
　
大
輔

一
　
社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て

問　
社
会
保
障
費
の
３
つ
の
特
徴
と
し

て
、
①
額
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
。
令
和

２
年
度
の
国
の
一
般
会
計
当
初
予
算
約

１
０
２
兆
円
に
占
め
る
社
会
保
障
費
の

割
合
は
３
分
の
１
に
当
た
る
約
36
兆
円
。

②
額
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
。
社
会
保

障
給
付
費
は
２
０
０
０
年
の
80
兆
円
か

ら
２
０
２
０
年
の
１
２
０
兆
円
、
２
０

４
０
年
は
２
０
０
兆
円
と
予
想
さ
れ
る
。

③
多
く
が
事
後
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

約
41
兆
円
の
医
療
費
の
う
ち
、
健
康
診

断
な
ど
病
気
に
な
る
前
の
た
め
の
お
金

は
２
・
３
％
に
当
た
る
９
千
億
円
。
本

市
の
３
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
の
う
ち
、
フ
レ
イ
ル
対
策
、
介
護

も
が
学
ぶ
場
と
し
て
、
市
内
５
つ
の
小

学
校
に
通
級
指
導
教
室
を
常
設
し
て
い

る
。
３
年
度
に
は
中
学
生
を
対
象
と
す

る
巡
回
型
教
室
を
拡
充
し
、
よ
り
多
く

の
子
ど
も
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

三
　
中
学
校
完
全
給
食
に
つ
い
て

要
望　
中
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地

消
の
推
進
に
当
た
り
、
規
格
外
の
野
菜

が
調
理
可
能
な
設
備
の
導
入
な
ど
、
実

現
に
向
け
た
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
給

食
に
携
わ
る
多
く
の
人
た
ち
の
顔
が
見

え
る
取
り
組
み
を
通
し
、
食
に
感
謝
す

る
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
。

に
つ
い
て

問　
小
学
校
体
育
館
に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
の
巻
き
上
げ
機
に
不
具
合
が

生
じ
る
危
険
な
状
況
が
あ
っ
た
が
、
体

育
器
具
の
修
繕
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
施
設
全
体
の
老
朽
化
が
進
み
、
緊

急
に
修
繕
を
要
す
る
も
の
が
増
え
て
い

る
。
計
画
的
な
修
繕
、
改
修
に
努
め
る
。

三
　
介
護
保
険
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て問　
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
低

所
得
で
も
入
所
で
き
る
施
設
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
第
８
期
秦
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉

問　
①
２
万
１
０
７
７
人
が
自
殺
し
、

小
中
高
生
４
７
９
人
の
命
が
失
わ
れ
た

が
、
②
生
活
困
窮
者
の
支
援
は
ど
う
か
。

答　
①
地
域
全
体
で
支
援
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
。
②
新
規
相
談
件

数
は
１
４
８
７
件
あ
り
、
秦
野
市
農
業

協
同
組
合
か
ら
の
白
米
の
寄
付
や
備
蓄

食
糧
を
活
用
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

三
　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
つ
い
て

問　
①
都
心
南
部
直
下
地
震
は
、
30
年

以
内
の
発
生
確
率
が
70
％
、
死
者
２
万

３
千
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
被

ま
ざ
ま
な
要
因
の
中
で
老
若
男
女
の
自

殺
者
が
増
加
し
て
い
る
。
緊
急
的
な
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
ほ

か
、
早
い
段
階
で
相
談
で
き
る
窓
口
が

不
可
欠
だ
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
地
域
共
生
支
援
セ
ン
タ
ー
を
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
分
野
を

越
え
た
支
援
の
総
合
調
整
を
行
い
、
相

談
窓
口
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
に
取
り
組
む
。

１
億
７
６
０
０
万
円
も
す
る
寿
町
の
土

地
を
無
償
貸
与
す
る
の
み
で
は
、
市
民

の
利
益
を
守
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
相

互
主
義
の
立
場
で
、
現
在
の
秦
野
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
寿
町
の
土
地
に
県
が
新
た

に
建
て
る
建
物
の
フ
ロ
ア
の
一
部
（
土

地
の
価
値
に
見
合
う
分
）
を
、
反
対
給

付
と
し
て
市
に
無
償
貸
与
し
て
も
ら
う

よ
う
に
交
渉
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
県
は
老
朽
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、

秦
野
セ
ン
タ
ー
の
移
転
・
再
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。
秦
野
セ
ン
タ
ー
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど

保
健
衛
生
の
最
前
線
で
あ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
存
在
意
義
が
増
し
て
い
く
た
め
、

市
と
し
て
は
こ
れ
に
協
力
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
貸
し
付
け
の
条
件
と
し
て

は
、
県
の
新
た
な
建
物
に
市
民
が
利
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、

貸
付
期
間
終
了
後
に
は
そ
の
建
物
を
譲

り
受
け
る
こ
と
な
ど
、
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
現
在
の
秦
野
セ
ン
タ

ー
を
市
が
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
こ
の
土
地
は
価
値
の
高
い
市
民

の
財
産
で
あ
る
の
で
、
相
互
主
義
を
貫

い
て
ほ
し
い
。

が
必
要
と
な
る
前
の
予
算
額
は
ど
う
か
。

答　
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生

活
を
支
援
す
る
地
域
支
援
事
業
費
は
約

５
億
７
３
０
０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
介

護
認
定
を
受
け
る
前
の
元
気
な
時
期
に

使
う
た
め
の
一
般
介
護
予
防
事
業
費
は
、

約
３
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

意
見　
１
２
０
兆
円
も
の
社
会
保
障
給

付
費
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
支
出
を
減

ら
し
、
収
入
増
に
つ
な
げ
る
「
投
資
的

な
支
出
」
に
多
く
配
分
す
べ
き
で
あ
る
。

す
で
に
成
功
例
は
あ
り
、
埼
玉
県
和
光

市
で
は
、
要
支
援
認
定
者
の
４
割
以
上

が
介
護
保
険
を
卒
業
し
て
い
る
。
広
島

県
呉
市
で
は
、
医
療
費
が
か
か
る
糖
尿

病
に
注
目
し
た
重
症
化
予
防
事
業
を
実

施
し
、
そ
の
参
加
者
で
国
民
健
康
保
険

の
継
続
加
入
者
の
う
ち
、
人
工
透
析
を

開
始
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
い
ず
れ

も
個
人
デ
ー
タ
を
活
用
し
被
保
険
者
へ

の
指
導
を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
し
た
専
門
部
署
に
よ
り

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
移
住
・
定
住
の
促
進
を

市
民
が
安
全
で
快
適
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を

「
秦
野
保
健
所
」の
移
転
と

市
民
の
利
益

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
し
て
い
る

若
者
の
命
と
未
来
を
守
ろ
う

平
和
理
念
を
未
来
に
継
承
す
る
た
め

市
民
に
発
信
を

将来の国の支出を減らしたり収入を増やしたり
する「投資的支出」の割合は非常に少ない

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
期
間
中

に
施
設
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
今
後
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
入
所
者
の

状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
検
討
を
進
め
る
。

要
望　
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
入

所
施
設
の
拡
充
は
、
多
く
の
市
民
が
望

ん
で
い
る
。
早
期
に
方
針
を
決
定
し
、

施
設
の
整
備
・
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
。

害
想
定
と
対
策
は
、
②
横
浜
税
関
の
令

和
２
年
違
法
薬
物
押
収
量
は
、
元
年
の

12
倍
以
上
と
な
り
、
若
者
へ
の
薬
物
汚

染
が
広
が
る
中
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　
①
死
者
20
人
、
避
難
者
５
０
９
０

人
を
想
定
す
る
。
耐
震
改
修
工
事
の
補

助
や
感
染
症
を
踏
ま
え
た
避
難
所
環
境

の
向
上
に
努
め
る
。
②
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
薬
物
乱
用

防
止
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
指
導
す
る
。

計画的な環境整備が望まれる学校体育館

今こそ移住・定住に後押しを
（写真は、埼玉県飯能市「半農ライフ」）

移転が検討されている
平塚保健福祉事務所秦野センター

平和への取り組みを発信せよ
（写真は、秦野市平和祈念公園）生活に困っている人へ備蓄食糧の有効活用を




